
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

五
月
の
公
園
整
備
は
七
日
（
日
）
で
す
。

花
の
種
ま
き
、
清
掃
、
施
肥
、
潅
水
な
ど

の
作
業
を
行
い
ま
す
。 

○ 

五
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
三
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
八
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
二
十
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 

『
街
な
か
ハ
イ
キ
ン
グ
』 

 
 

桜
（
染
井
吉
野
）
は
葉
桜
に
な
り
ま
し

た
。
人
も
植
物
も
一
年
の
う
ち
で
一
番
盛

ん
な
季
節
で
す
。
急
峻
な
山
が
多
い
静
岡

市
で
す
が
初
心
者
向
き
の
山
な
の
に
案
外

見
落
と
さ
れ
て
い
る
の
が
街
な
か
に
あ
る

谷
津
山
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
清
水
山

か
ら
愛
宕
山
ま
で
の
約
２
キ
ロ
の
コ
ー
ス

は
最
高
地
点
が
１
０
８
メ
ー
ト
ル
、
約
９

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
丘
陵
で
す
。
植
物
は
５

０
０
種
を
超
え
ま
す
。 

見
晴
ら
し
が
よ

く
、
史
跡
・
神
社
や
寺
が
あ
っ
て
１
日
で

全
部
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
や
つ

や
ま
友
の
会
が
こ
の
た
び
『
谷
津
山
の
史

跡
と
樹
木
』
と
い
う
小
冊
子
を
発
行
し
ま

し
た
。
既
刊
の
『
谷
津
山
散
策
マ
ッ
プ
』

も
、
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
神
明
原
公
園

愛
護
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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桜満開！ 

四
月
二
日
（
日
）
暖
か
い
朝
を
迎
え
、
桜

が
満
開
と
な
る
中
で
会
員
十
八
名
の
参
加

を
得
て
定
期
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

県
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
よ
り
配
付
を
い
た
だ

い
た
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、
ゼ
フ
ィ
ラ
ン
サ
ス
、

リ
ア
ト
リ
ス
な
ど
の
球
根
を
五
ヶ
所
の
花

壇
へ
の
植
付
け
や
パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
の
花

殻
摘
み
、
春
の
訪
れ
で
花
壇
一
面
に
伸
び
始

め
た
雑
草
の
除
去
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
会
員
の
高
齢
化
が
更
に
進
む
中
で
長

時
間
の
作
業
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
お
し
ゃ
べ

り
を
し
な
が
ら
楽
し
い
活
動
が
で
き
る
よ

う
心
掛
け
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

春が来た！ 歳を忘れて球根の植え付け！ 

パンジーに囲まれて！ 

小
冊
子
『
谷
津
山
の
史
跡
と
樹
木
』 


